
 

 

大庭浄水場 非常用発電施設整備事業の概要 

 

１ 事業概要 

 本事業は、今年度末で廃止する大庭のコージェネ設備に代わり、新たに非常用発電施設を

整備・維持管理を行うもの。当初、令和３年度に発注し、令和３年 11 月９日付で開札した

が、入札者がなく取止めとなったため、提案限度額及び一部技術評価基準を見直した上で、

あらためて発注するもの。 

 

(1) 基本条件 

停電時供給能力 ２５４，０００㎥/日(10,600 ㎥/h) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (2) 整備工事 

  ○ 非常用発電施設の設置 

  ・発電機出力 4,000kVA 以上。 

・既設構造物の取り壊し跡地に発電機棟を築造し、発電設備を設置。 

・局所停電を想定し、連続運転時間は 6時間以上と設定。 

・外部から燃料や電力の供給を受けず、貯蔵している燃料を使って発電。 

（現在の施設は都市ガスで運転） 

  ○ 既設コージェネレーション設備及び浄水発生土乾燥設備の撤去 

・非常用発電施設の完成後、排水処理棟内の既存設備を撤去。 

 

(3) 維持管理業務 

   ○ 非常用発電施設の維持管理 

非常用発電施設完成後 15 年間、維持管理業務で設備だけでなく建物についても点検補

修及び修繕を行う。 
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令和３年度第２回 

総合評価等入札・契約制度評価委員会 



２ 当初から変更した点 

① 提案限度額（工事費）  約 9.3 億円⇒11.8 億円（材料価格の上昇分を想定） 

② 技術提案評価基準    当初発注における入札参加者からの提案を評価する際、 

               ０点だった項目の評価基準の見直し 

              （令和３年９月７日開催の総合評価委員会での指摘による） 

③ 業務要求水準書     非常用発電設備の耐震性を 

               「耐震クラスＡ」から「耐震クラスＳ」へ変更 

 

３ 概算事業費 

(1) 事業期間 

 工  事 令和５年１月頃予定 ～ 令和６年 12 月 

 維持管理 令和７年１月～令和 21 年 12 月（15 年間） 

 

(2) 事業費（いずれも税抜き） 

 工 事 費  約 11.8 億円（提案限度額） 

 維持管理費  約 9,000 万円（15 年間） 

 

４ 発注方式 

【DBM（デザイン・ビルド・メンテナンス）方式】 

非常用発電施設の設計・施工及び維持管理業務（15 年間）を一括で発注する方式。 

(過去実績：H18 村野浄水場・H25 八尾ポンプ場・H25 庭窪浄水場・H30 万博公園浄水施設ほか) 

 

５ 入札方式 

【総合評価一般競争入札方式（技術提案型）】 

 設計・施工及び維持管理業務において、技術的な工夫の余地がある事業のため、価格と

技術の両面を評価する方式を採用。 

 

６ 事業スケジュール 

 

 

 

 

 

R５〜６年度 R6〜R21年度
12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

場内入札審査会 3･17 5
本部入札審査会 25 8  22(入札公告の審査) 9･23 11

評価委員会 8   ★

公告   〇（4月中旬）
入札参加申請
技術提案書作成
技術提案書審査
入札・開札・契約 11月下旬開札
建設工事（D・B）
維持管理業務（M)

事業スケジュール
R３年度 R４年度

(8月下旬〜9月
：技術評価結果の審査)（評価基準の審査）


